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地
域
ま
る
ご
と
博
物
館
シ
ン
ポ
で

　
文
化
庁
の
地
域
活
性
化
事
七
き
た
「
館
山
ま
る
ご
と
一
斑
で
横
浜
国
立
大
学
大
学
院

業
の
一
環
と
し
で
、
「
シ
ン
こ
厚
物
館
」
の
実
践
に
つ
い
一
の
大
原
一
興
教
授
。
こ
の
中

ポ
ジ
ウ
ム
館
山
ま
る
ご
と
博
‐
‐
‐
‐
て
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

物
館
～
文
化
遺
産
を
保
存
・

活
用
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
が

こ
の
ほ
ど
、
館
山
市
囚
の
ホ

テ
ル
で
聞
か
れ
た
。
午
前
の

世
界
的
な
ツ
バ
キ
研
究
者

だ
っ
た
同
市
南
条
の
小
原
家

庭
園
見
学
会
に
は
約
7
0
人
が
・

参
加
、
午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ー

ム
に
も
関
心
の
あ
る
市
民
ら

約
6
0
人
が
参
加
し
た
。

　
歴
史
文
化
遺
産
（
ヘ
リ

テ
ー
ジ
）
の
保
存
・
活
用
を

実
践
す
る
人
材
養
成
を
目
指

し
、
「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ま
ち
づ

く
り
講
座
」
に
取
り
組
ん
で
Ｉ
．

き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
房
文
化
‐
‐
‐

遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
愛
沢
伸
一

雄
代
表
）
が
、
2
0
年
以
上
に

わ
た
る
実
践
を
踏
ま
え
、
講

座
の
最
終
回
と
し
て
開
催
。

多
く
の
市
民
か
ら
賛
同
を
博
一

研
究
者
や
市
民
と
と
も
に
検

証
し
、
こ
れ
か
ら
の
可
能
性

で
大
原
教
授
は
『
各
地
の
取

り
組
み
の
多
く
は
、
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
理
念
衆
申

と
課
題
を
見
つ
め
る
機
会
と
一
分
に
理
解
し
て
い
る
と
は
い

な
っ
た
。

　
基
調
講
演
は
、
日
本
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会
前
会

一
え
な
い
。
文
化
財
の
保
存
・

活
用
を
単
に
観
光
利
用
の
目

的
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

シンポジウムで基調講演する大原教授＝館山

地
域
の
人

び
と
の
生

活
文
化
の

歴
史
に
ど

の
よ
う
に

関
わ
っ
て

き
た
の
か

を
学
習
し

た
う
え

で
、
こ
れ

か
ら
の
地

域
を
作
り

上
げ
て
い

く
主
体
を

育
て
る
と

い
う
視
点
か
ら
展
開
し
て
い

「
館
山
ま
る
ご
と
博
物
館
は
、

活
動
に
関
わ
る
市
民
研
究
員

の
層
が
厚
く
、
市
域
資
源
の

点
と
点
が
線
に
な
り
、
さ
ら

に
面
へ
と
広
が
っ
て
い
く
つ

な
が
り
方
が
、
国
際
的
に
も

の
在
り
方
と
し
て
、
館
山
市

で
は
「
地
域
去
る
ご
と
オ
ー

プ
ン
エ
ア
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

館
山
歴
史
公
園
都
串
」
を
目

標
像
と
描
い
て
い
る
こ
と
を

り
を
育
ん
で
く
れ
る
だ
け
で

な
く
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
ヒ
ン
ト
も
与
え
て
く

れ
て
い
る
。
他
地
域
と
の
連

携
に
よ
る
広
域
ま
る
ご
と
博

紹
介
し
、
市
民
力
と
連
携
し
一
物
館
の
交
流
を
さ
ら
に
深

一
通
用
す
る
圭
ち
づ
く
り
事
例
一
だ
活
動
実
践
を
報
告
し
た
。
一
め
、
豊
か
な
教
育
と
観
光
雇

で
あ
る
」
と
報
告
し
た
。

　
館
山
市
教
育
委
員
会
生
涯

　
最
後
に
、
主
催
者
代
表
で
雨
を
増
や
す
こ
と
に
も
寄
与

千
業
火
教
育
学
部
で
講
師
を
言
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
、
多

学
習
課
文
化
財
係
長
の
杉
江
一
し
て
い
る
愛
沢
さ
ん
は
、
『
館
一
く
の
市
民
に
活
動
へ
参
加
し

敬
ざ
ん
は
、
歴
史
資
源
等
を
一
山
去
る
ご
と
博
物
館
は
、
今
七
ほ
し
い
』
と
語
っ
た
。

く
こ
と
が
大
切
。
そ
の
点
、
‐
‐
生
か
し
た
平
和
・
学
習
拠
点
一
に
生
き
る
私
た
ち
串
民
の
誇

館
山
去
る
ご
と
博
物
館
は
活

動
に
関
わ
る
人
び
と
が
そ
の

考
え
方
を
よ
く
理
解
し
て
い

る
と
思
う
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

　
後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
３
人
の
登

壇
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
館
山
ま
る
ご
と
博
物
館
に

対
す
る
思
い
を
語
り
合
っ

た
。
県
立
中
央
博
物
館
学
昇

員
の
林
浩
二
さ
ん
は
ヽ
「
昇

年
の
国
際
博
物
館
学
会
で

は
、
博
物
館
の
機
能
と
し
て

地
域
の
有
形
無
形
す
べ
て
の

文
化
遺
産
を
扱
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
市
民
が
主

体
の
地
域
ま
る
ご
と
博
物
館

と
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
ト

と
語
っ
た
。

　
神
奈
川
大
学
特
別
助
手
の

チ
ョ
ン
・
イ
ル
ジ
さ
ん
は
、
・
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